
林業体験実習報告 

１．実施日  ２０２６．６．１４  ９：00AM～1：00PM  天候 薄曇り      

２．場 所  ときがわ町森林インストラクターの森                

３．実習内容 ヒノキの間伐                          

４．参加者  横山、毛利、岡野、受講生２名（岡田、空田）、星野  

 作業に入る前に、ウッドデッキで本日の講師を務める横山さんから、安全および間伐の

意義についてレクチャーがあり、作業現場に移動。作業現場は、ヒノキ植栽地の最上部

で、傾斜がややきつく、滑りやすい足場の悪い場所。先ずは、倒す方向を決め、受け口作

りを開始。切り口の位置決めに難渋しながらも 3人（岡野、岡田、空田）が交代で受け口

と追い口を作り、架かり木になるも、ロープで牽引し、伐倒に成功しました。 

 引き続き２本目の伐倒に着手し、受け口は何とか出来ましたが、追い口が難航。時間切

れとなってしまったため、藤井さんにチェーンソーで処理していただきました。３名は普

段経験しない不規則な姿勢の作業のため、筋肉痛と一時的な腰痛を感じたとのこと。 

 昼食後には、森林インストラクターの森で見られる代表的な樹木の葉を１０種程度同定 

しました。同定種の中には、ヒノキが入っていましたので、岡野さんから“昨年の２次試験

実技では、ヒノキの葉を用いた説明をした”との話があり、受講生は大いに参考になったよ

うで、ヒノキの葉を持ち帰りました。 

 受講生２名は、川越市と熊谷市在住。無事に合格し、埼玉会に加入することを期待する

ところです。また、今回は受講生の参加が２名のため、埼玉会の皆さまに参加の勧誘をし

ましたが申し込みはゼロでした。間伐の経験は、植物観察に加えて、森林の管理・保全を

含めた多面的な説明が可能となり、森林のガイドをする際に役立ちます。       

森林インストラクターの森では、森づくり活動の一環として、間伐の研修を毎年実施して

います。機会がありましたら、是非ともご参加ください。   （星野 記） 


